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助成金の最新情報と活用のポイントをお届けします 

 
eラーニング・通信制訓練を対象とした人材開発支援助成金の活用方法 

はじめに 
人材開発支援助成金は、企業が従業員の職業能力を向上させるために必要な訓練を実施する際の支援策の一つです。 
近年、デジタル化が進展する中で、e ラーニングや通信制の訓練を活用した人材育成が広がっています。 
本稿では、特に 人材育成支援コース、事業展開等リスキング支援コース、人への投資促進コース（定額制訓練）に 
焦点を当て、助成対象要件や助成率、申請のポイントを解説します。 
 
eラーニング・通信制訓練の定義 
１．eラーニングとは 

e ラーニングは、オンラインで提供される学習コンテンツを活用した遠隔講習で、訓練の受講管理のためのシステム等により、
訓練の進捗管理が行えるものを指します。 
代表的な形式には、動画教材、オンラインテスト、インタラクティブな演習などが含まれます。 

２．通信制訓練とは 
通信制訓練は、郵送やオンライン教材を利用して、一定の教育計画のもとに、教材、 
補助教材等を受講者に提供し、受講者は、教材に基づいて自習し、課題提出や指導を 
受けることで学習成果を確認します。 

これらの訓練方法は、場所や時間の制約を受けにくく、特に地方企業や多忙な労働者にとって有効な手段となります。 

助 成 金 通 信 

１．人材育成支援コース 
 



制度を上手に活用し、持続可能な人材育成を進めましょう︕企業の成長と従業員のキャリアアップに役立ててくださいませ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在宅勤務等テレワークでの受講に関する要件 
e ラーニングや通信制訓練を在宅勤務等のテレワーク環境で実施する場合、以下の条件を満たす必要があります。 
・ 在宅勤務規定の整備: 企業が在宅勤務制度を導入している場合、適用される規定が明確に定められていること。 
・ 労働時間の管理: 訓練時間が適切に管理され、勤務時間として認定されること。 
・ 受講環境の確認: 受講者が適切な学習環境を確保できることを事業主が確認すること。 
・ 進捗管理の体制: LMS(学習管理システム)などを活用し、受講者の学習状況を把握できる仕組みが整備されていること。 
 
助成金のお勧めポイント 
人材開発支援助成金を活用することで、企業や従業員に以下のようなメリットがあります。  
☆企業にとってのメリット 
1. 人材育成のコスト削減: 助成金を活用することで、研修費や講師費用の負担を軽減できる。 
2. 従業員のスキル向上: 社員の能力開発を促進し、企業の競争力向上につながる。 
3. DX・グリーン化推進: 事業展開等リスキング支援コースを活用し、最新技術に適応できる人材を育成できる。 
4. 従業員定着率の向上: 教育支援の充実により、社員のモチベーション向上と離職防止につながる。 
5. キャリアアップ助成金正社員化コースを活用して非正規から正規社員に転換する際に加算措置 
（令和７年度は重点対象者）として取り扱われることがある。  

☆従業員にとってのメリット 
1. キャリアアップの機会: 企業が研修を支援することで、新たなスキルを身につける機会が増える。 
2. 業務の幅が広がる: 新しい知識や技術を学ぶことで、より多様な業務に対応できるようになる。 
3. 仕事の生産性向上: 効果的な研修を受けることで、業務効率が向上し、成果が出しやすくなる。 
 
人材開発支援助成金制度を最大限に活用し、企業の成長と従業員のキャリア形成を促進しましょう。 

2．事業展開等リスキリング支援コース 
 

３．人への投資促進コース︓定額制訓練 
 


